
実践に向けたワークショップ
～まちづくり塾７期生 石川、古川、越田、荒又(地域おこし協力隊)

○実践案１ 地域の人たちとレクリエーションをする(岩井、中村)

・地域の人たちと仲良くなりたい。

・運動不足の解消や運動が苦手な人も楽しめる内容。

・場所は中央公園で、雨の場合は総合体育館。（１）案と（３）案は同日同会場で開催

・スタッフは子ども議員７人とまちづくり塾生７人、行政職員職員６人ほど。

・参加者は 30 人から 50 人くらい、２チームを作って対戦形式とする。

・内容は、「準備体操」、「大玉転がし」、「借り人競争」、「リレー」、「天サイダー早飲

み」、「パン食い競争」、「お菓子取り競争」。

・購入はパン（45 個）、天サイダー（45 個）、お菓子（20 個）、優勝チーム景品 25 個）
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○実践案２ 高齢者福祉施設で交流する(藤原、渡邊)

・福祉のことをやることで、地域の人に貢献ができる。

・高齢者福祉施設に行って介護をしている人や入所者を喜ばせたい。

・場所は桜丘荘を予定。

・午後１時 30 分から準備、開催時間は午後２時～午後４時。

・参加者は施設内の方。高齢者の皆さんとレクリエーションを行う。

・内容は、トランプ、ボッチャ、ペットボトルボーリング、休憩コーナー。

・休憩コーナーでは、お菓子や飲物を用意。

○実践案３ お祭りを開催する（都、出原、松本）

・若い人からお年寄りまで地域の人を笑顔にする交流を目的とする。

（１）案と（３）案は同日同会場で開催

・場所は中央公園で、雨の場合は総合体育館。

・屋台やキッチンカーを呼びたい。ステージイベントでチアリーディングをやりたい。

・カフェはテーブルとテントを設け、コーヒー、クッキー、ココアを出したい。

・「ヨーヨーすくい」、「輪投げ」をやりたい。これは自分たちで担当する。

・ステージの進行をする人、カフェを運ぶ人、注文を取る人と、会計をする人が必要。

・ステージ用のマイク、スピーカーは文化センターから借用。

・ボランティアを募集して、大人 10 人くらい、子どもを 10～15 人くらい集めたい。

・ポスターを掲示してボランティアを募集する。

次回学習日(８月 21 日)において、再度、グループワークを行い、実践の詳

細な計画の作成など、様々な準備を進めていきます。


